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	応用
	抗原情報
	背景
	エフリン受容体とそのリガンドであるエフリンは、特に神経系において、多くの発達過程を媒介します。エフリンは、その構造と配列関係に基づき、グリコシルホスファチジルイノシトール結合によって膜に固定されるエフリンA（EFNA）クラスと、膜貫通タンパク質であるエフリンB（EFNB）クラスに分類されます。Ephファミリーの受容体は、細胞外ドメイン配列の類似性と、エフリンAおよびエフリンBリガンドへの結合親和性に基づいて2つのグループに分けられます。エフリン受容体は、受容体チロシンキナーゼ（RTK）ファミリーの最大のサブグループを構成しています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、エフリンBファミリーメンバーの受容体です。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,機能：エフリンBファミリーのメンバーの受容体。エフリンB1、-B2、-B3に結合します。神経系の細胞間相互作用に関与している可能性があります。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。エフリン受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性：1つのSAM（無菌アルファモチーフ）ドメインを含みます。,類似性：2つのフィブロネクチンIII型ドメインを含みます。,サブユニット：リガンド活性化型は、それぞれのSH2ドメインを介してGRB2、GRB10、NCKと相互作用します。 GRB10のSH2ドメインはTyr-928を介してEPHB1に結合し、GRB2は触媒ドメイン内の残基に結合する。EPHB6と相互作用する。NCKのSH2ドメインはTyr-594を介してEPHB1に結合する。PRKCABPと相互作用する。,組織特異性：脳で優先的に発現する。,
	研究分野
	軸索ガイダンス;
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	EPHB1/2（リン酸化Tyr594/604）抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	EPHB1/2（リン酸化Tyr594/604）抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化EphB1/2（Y594/604）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	ホスホEphB1/2（Y594/604）ポリクローナル抗体を用いたHela細胞のウェスタンブロット解析

